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Preservation metadata: Current situation and future 
perspectives
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Author Abstract: Preservation metadata is information that supports and documents the long-
term preservation of digital materials. Preservation metadata includes information concerning
format, significant properties, environment for use, fixity, technical properties, provenance, and so
forth. The final report of the PREMIS, which defines and describes an implementable set of core
preservation metadata, is a current culmination of research and development of preservation
metadata. METS, a standard for encoding and transmitting metadata, supports interoperability
between repositories that implement PREMIS-conformant metadata. Developing automated
metadata extraction tools, sharing metadata between repositories, and data creator’s cooperation are
future direction.
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メタデータ （preservation metadata：以下 「保存メタ
データ」） がある。これは 「デジタル保存の過程を




る。具体的には， 例えばファイルフォーマッ ト， オ
ブジェク トの利用環境， 関連する知的財産権， 等
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達点はOnline Computer Library Center （以下OCLC）
と米国研究図書館グループ （Research Libraries
Group. 以下RLG） が共同出資したPREMIS （PRE
















きた （栗山200333)， 200432)， 200531) ；杉本＆Canalag



















































ア， ソフ トウェア， 補助ファイルに関する情報の
ことである。例えばデータベースの場合， データ

















































て， ニュージーランド国立図書館 （National Library























on Preservation Metadata. 2000-2002年） を立ち上げ
た。ワーキンググループはOAIS参照モデルならび
にCedars注13)， オーストラリア国立図書館（National









継ワーキンググループと して， O CL C と RLG は























ジト リに対して， ミ ッション， 対象利用者， 提供






行したのが 『保存メタデータ ・データディ クショ
ナリ：PREMISワーキンググループ最終報告書』（以
下 「最終報告書」 ） である。実装可能な保存メタ
データ要素のコアセットを定義，記述した「PREMIS









成要素 （「エンティティ」） が存在する， というモ
デルが採用された注20)。



























（3） イベント （Event） ： オブジェク トあるいは
エージェントに影響を及ぼす活動。例えば， PDF
ファイルのリポジト リへの受け入れ。




（5） エージェント （Agent） ： イベントにかかわ
る個人， 組織， またはソフトウェア。例えば， PDF
ファイルをリポジト リに納本する出版社。
これらのエンティティに適用されるメタデータ
要素 （データデ ィ クシ ョナリ中では 「意味単位



































Federation） が開発， 米国議会図書館 （Library of
Congress ：以下議会図書館） のネッ トワーク開発・




・ METSヘッダ （METS Header）：METSファイル
自体を記述するメタデータ （作成者や編集者
等） を含むセクション。















































































再現性 再現可 再現可 再現可






























適用性 適用可 適用可 適用可
再現性 再現可 再現可 再現可
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・ ファイルセクション （File Section） ： オブジェ
ク ト内のすべてのファイル （静止画像， テキ
ス ト， ビデオ， 動画等） をリス ト化したセク
ション。

















































































刊行後， 議会図書館は保守活動 （ 「PRE MIS










LISTSERV， Wiki の参加者は 「PREMIS 実装者グ








取 り 組む各国の機関の担当者で構成す る
















具体例 20050704T071530-0500 [July 4, 2005 at 7:15:30 a.m.EST]
2006-07-16T19:20:30+01:00
20050705T0715-0500/20050705T0720-0500 [from 7:15 a.m. EST to
7:20 a.m. EST on July 4, 2005]










である と い っ て よい。各方面での評価も高 く，
PR EMIS は英国のデジタル保存連合 （Dig i t a l
Preservation Coalition） 注31)から2005年の 「デジタル
保存賞」 を受賞し， 2006年には最終報告書が米国
アーキビス ト協会 （Society of American Archivists）
から 「保存に関する出版賞」 を受賞している。だ






























クトを立ち上げ， TIFF， PDF， XML等のフォーマッ
トを自動で識別，検証するツール「JHOVE」（JSTOR/
Harvard Object Validation Environment）を開発してい
る注37)。他にも， RLGが 「Automatic Exposure （元来













は英国国立文書館 （The National Archives） が開発


























対象の場合， 原データファイル， 符号表， デー
タ収集機器を定義する構文ステートメントが
表現情報に該当する） を提供する。
・ 重要属性 （本稿2.2参照） の決定に参加する。
・ オブジェク トに関する， リポジト リへの受け
デジタル情報保存のためのメタデータ ：現状と課題
83入れ以前の情報 （メンテナンスや改変等の記























注1) Caplan, P. “Introduction and scope”. 3) p.7.; Lavoie,
B.; Gartner, R. “Metadata and preservation
metadata”. 15) p.4.
注2) 順に， 構造メタデータ （structural metadata）， 管
理メタデータ （administrative metadata）， 記述メ







タ要素セット」 の意味で用いる。 See: 15) p.4.
注4) Lavoie, B.; Gartner, R. “Requirements and Impor-
tance”. 15) p.5.
注5) 正式名称は 「開放型アーカイブ情報システムの




データ システム諮問委員会 （Consu l t a t i ve
Committee for Space Data Systems）が策定したも
ので， 2002年に国際標準規格 （ISO 14721:2002）
として承認された。
注6) 拙稿のp.197を参照のこと。後藤敏行. 34)
























注11) National Information Standards Organization. 20)
注12) National Library of New Zealand. 22)




オ ッ ク スフ ォード大学の共同プロジェ ク ト
（1998-2002年）。







注15) The OCLC/RLG Working Group on Preservation
Metadata. 25)
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ることを意図したため， 「ほとんど」 や 「と思わ
れる」 という表現が盛り込まれた （OCLC/RLG
PREMIS Working Group. 23). p.ix.）。
注18) OCLC/RLG PREMIS Working Group. 24)























注23) Library of Congress. “Schemas for PREMIS”. 18)
注24) OCLC/RLG PREMIS Working Group. 23) p.ix.








注27) そのほかの実装例も下記の Web ページで一覧に
なっている。
Library of Congress. “PREMIS Implementation
Registry”. 18)
注28) IT用語辞典e-Words.
注29) Library of Congress. “PREMIS Implementors
Group （PIG） ”. 18)








注32) OCLC/RLG PREMIS Working Group. 23) p.vii.
注33) 後藤敏行. 34) p.198.
注34) OCLC/RLG PREMIS Working Group. 24) p.49.
注35) National Library of New Zealand. “Initiatives”. 21)





注37) Harvard University Library. 13)
注38) Research Libraries Group. 27)
注39) The National Archives. 29)
注40) Harvard University Library. 12)
注41) The Commission on Preservation and Access; The
Research Libraries Group. 5)
注42) Caplan, P. “Data Creators”. 3) p.15-17.
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